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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係　５

５月28日（土）第３会場　午後3:00～5:06

　　　　　明治中期の「ホーム」論にみる家政思想とその特質

　　　　　　　　　　　　　　　　一明治18～26年の『女学雑誌』を中心に

　　　　　お茶女大家政　　　犬塚都子

　《目的》明治中期の代表的婦人啓蒙誌として知識階層に愛読された「女学雑誌」において

展開された「ホーム」論について、家政思想とその特質を明らかにし、家政学草創期の家

政思想の一端として位置付けることを目的とする。

　《方法》明治18～26年の『女学雑誌』226記事を主資料として、家政に関する語彙を調べ、家

政観念､理念、原則、分担を見ると’ともに、家政への評価、対象家庭の階層を考察した。

　（結果> ①家庭経営に相当する語は、「家政育児」「一家の総理」［家事経済］［家を

造る］等が見られたが、その内容領域は一定しておらず、特に育児概念は、別個に独立し

ている場合か多かった。②「家政」は「一家を宜しきに調理し、そのホームを美しくする

の道」「家族を管理する」ことと観念され、「家族の和楽団秦」、「家内の一致和合」を

理念としていた。③「家政」には、「機械的の家政」と、「霊魂上の家政」の二面があり、

前者は「衛生法」、「養生法」等の「学問上の道理」を原則とし、後者は愛の精神を原則

とした。④主婦は「ホームの女王」として「己がままに一家の政事を取行ふ」統治者であ

り、その最重要職務は、「心の治」即ち家族の精神生活の管理であった。⑤家政の根本精

神は家族を善に導く愛であり、この精神に基づき節倹の目的には公益が含まれていた。⑥

家政は男性の職業活動と同等であり、夫が外で稼働し主婦が家政に従事する事を「倶稼」、

「夫と共に一事業を分担すること」と見なし、夫の稼働に対する妻の内助の高い評価が見

られた。⑦かような家政は「中等社会」に属する「中以上の家族」を対象とし、夫の俸給

のみで生活の成り立つ家庭が想定されていた。

A 9　　　　　　祖父母との情緒的統合　一　日・台・韓の大学生調査より（第i報）－

　　　　　共立女短家政　Ｏ細江　容子　お茶女家政　袖井　孝子　保坂久美子

　　　　　漢陽大家政　徐　　炳淑　宵賤家専家政　鄭　　淑子

　　目的：日本においては、「超高齢化社会」の到来が予測されているが、台湾・韓国にお

　いても日本同様、高齢化社会への移行速度は急激である。日・台・韓の３ヵ国は共に儒教

　による教えを意識の基礎としながらも、産業化、教育、家族制度、福祉制度などは国ごと

　に異なっており、それらが青年の意識にも影響を与えているといえる。ここでは、それぞ

　れの国の青年層（ここでは大学生を対象とした）が祖父母との間にどのような情緒的統合

　を持ち、それがどのような要因によって規定されるのかを３ヵ国の比較をもとに、明らか

　にする。

　　方法：自記式質問法による調査を日本61年6月～7月、台湾　9月～10月、韓国　6月～　7月、

　に実施をした。対象となったのは日本：東京都内および近郊7大学の学生567名、台湾：

　台北8大学の学生　512名、韓国：ソウル8大学の学生511名（有効票のみ）

　　結果：祖父母との会話、思い出といった情緒的統合は日本、台湾に比べて韓国が低い傾

　向にある。父方、母方別に祖父母との情緒的統合を､とらえた場合、３ヵ国とも母方祖母と

　の情緒的統合が強く、父方祖父との情緒的統合が弱い傾向にある。

　　日本においては祖父母に対して持つ思い出は会話の頻度によって規定されており、会話

　が多いほど良い思い出を持つ傾向にあり、同別居との関連はあまり認められない。しかし

　韓国においては会話の頻度同様、同別居との関連も父方母方祖父母それぞれにおいて認め

　られた。またさらに韓国においては同別居と会話の頻度との２要因の分散分析での相関も

　認められた。台湾においては、会話の頻度が祖父母への良い思い出を規定しているが、父

　方祖父母においてのみ同別居も独自に規定要因となっている。


